
報道資料
感染性胃腸炎の集団発生について（その１）

（耳成 南 小学校）

みみなしみなみ 平成２６年１月３０日保健予防課感染症係0742-27-8612(直通) 0742-22-1101(代表)西元（3132） 榮井(3135)１月２７日（月）、耳成南小学校から、下痢・嘔吐等の症状を訴える者が発生しているとの通報が桜井保健所にありました。概要は以下のとおりです。１ 経過1/24 児童が嘔吐等の症状を示す1/27 小学校から桜井保健所に連絡があり、桜井保健所が小学校を調査し、感染拡大防止対策を指導1/27～29 １年生１クラスの学級閉鎖を実施1/29～30 県保健研究センターにおいて２名（児童２名）の検便を実施２ 施設施 設 名 橿原市立耳成南小学校所 在 地 橿原市常磐町3 TEL：0744-24-1748校 長 森田 和秀（もりた かずひで）児 童 数 ６６８名（男：３４９名 女：３１９名）職 員 数 ３４名（男： １２名 女： ２２名）３ 症状下痢・嘔吐・腹痛・発熱４ 発症者数（１月３０日現在） ３５名児童 ３３名（男２０名、女１３名） ６歳 ～１２歳［うち学級閉鎖クラス２４名］職員 ２名（女２名）３０歳代 ～ ５０歳代５ 検査状況・県保健研究センターにおいて、１月２９日～３０日に児童２名（女２名）の検便を実施し、全員からノロウイルスを検出。６ その他・１月３０日現在、有症者は４名（児童４名）で、全員軽症で快方に向かっている。・保健所は、小学校に対して児童および職員の手洗いや、消毒の徹底など感染拡大防止対策の更なる徹底を指導。感染性胃腸炎が流行しています。十分な手洗いをこまめに行うほか、感染性胃腸炎に感染した疑いのある人の嘔吐物やふん便を処理するときには、マスクを着用の上、十分な換気のもとでノロウイルス等に有効な消毒液（次亜塩素酸ナトリウムなど）を使用しましょう。


